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イベント番号(イベント－043)  

提出日   年  月  日 
(1)イベント名 
 
ハイビジョンによるテレビ会議を活用したＩＴ人材育成セミナー開催 
(2)イベント概要 

 
和歌山県がＩＴビジネスモデル地区の中核拠点施設として本年１月から供用開始した「和

歌山県立情報交流センターＢｉｇ・Ｕ（以下「Ｂｉｇ・Ｕ」という。）」と、ＪＧＮⅡアクセ

スポイントである和歌山大学との間を県域行政ネットワーク「きのくに e－ねっと」により

接続されたことにより、Ｂｉｇ・ＵでもＪＧＮⅡが利用できる環境が整備された。 
これを契機として、Ｂｉｇ・ＵとＮＩＣＴ大手町リサーチセンターをＪＧＮⅡ回線で結

び、我が国を代表する新進ＩＴ企業の代表者（東京会場）と地域の起業家等（和歌山会場）

との間をハイビジョンによるテレビ会議システムを用いてディスカッション形式による意見

交換を行いながら、ＩＴの利活用やＩＴビジネスの最先端情報を紹介するとともに、地方で

のＩＴの活用とビジネス展開について議論する機会を提供することを目的として、標記セミ

ナーを開催した。 
なお、今回のセミナーは、ＪＧＮⅡを通じて盛岡、岡山の両拠点にもハイビジョン配信を

行った。 
 
イベントの具体的な内容は下記のとおり。 
 
３月９日（水） 
 午前 本県のアクセスポイントである和歌山大学においてＪＧＮⅡとの接続確認作業 
 午後 和歌山会場となるＢｉｇ・Ｕへの機器設置及びＪＧＮⅡとの接続確認作業 
 
３月１０日（木） 
 午前 会場設営及び回線状況チェック 
 午後 イベント開始 
    13:00～ 主催者挨拶（和歌山県企画部ＩＴ推進局長 蓬臺

ほうだい

孝紀） 
    13:10～ 総務省挨拶（総務省技術政策課課長補佐 翁長久） 
    13:20～ 技術説明（独立行政法人情報通信研究機構参事 中村一彦） 
    13:30～ ディスカッションセミナー開始 
          和歌山会場 山口実（和歌山県立情報交流センター館長） 
          東京会場  神原弥奈子（（株）ニューズ・ツー・ユー代表取締役）

                大日健（シーネットネットワークスジャパン（株） 
代表取締役社長）

          主な内容  ・両社の事業紹介 
・ビジネスにおける情報の発信と活用について 
・地方都市におけるＩＴビジネスの方向性 
・ブログの持つ可能性、ビジネスへの活用 

    15:50～ 質疑応答（和歌山会場～東京会場） 
          主な質疑  ・故郷に戻って事業展開をする予定は？ 

・ブログは大衆の声を反映していると考えてよいか？ 
・今のシステムでは、ユーザーがわざわざ情報を取り

に行かなければ必要な情報が得られない。必要とす

る情報をもっと手軽に入手できる方法はないか？ 
・ｅコマースなどの場合、Ｗｅｂページを見ただけで

は信頼できるサイトなのか、そうでないサイトなの 



 かが全く判らない。サイトを見分けるポイントはな

いか？ 
・行政情報を提供しているサイトでお勧めのものがあ

れば教えて欲しい。 
・講師のお二人が地方都市に拠点を移すとすれば、何

が判断のポイントとなるか？ 
    15:30～ 休憩 
    15:45～ 和歌山でのＩＴ教育の取り組みについて 
          講 師 廣崎清司（NPO 法人和歌山ＩＴ教育機構副理事長） 
          内 容 ＩＴキーパーソン育成プログラム 
                     KITS（Key IT Skill standard）について 
               ・CompTIA の協力を得て、産学官連携により策定 
               ・職場のＩＴリーダーとして必要とされるコンピュータ

                スキルに加えて、業務の問題解決のためのＩＴ活用能

                力を高める研修を包含した点に特徴を有する 
               ・KITS-P（個人）、KITS-T（チーム）、KITS-O（組織）

                の３段階に区分 
               ・KITS-P については３月中にサンプル研修を行い、平  

                成１７年度から本格実施 
    16:30～ Ｂｉｇ・Ｕの施設説明 
          山口実（和歌山県立情報交流センター館長） 
    16:45  終了 
 

（３）ＪＧＮⅡ利用の概要 
 
 ア.接続概念図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（４）イベント参加人数 
 
      約５０人 
 
 

ＮＩＣＴ大手町リサーチセンター 

和歌山大学 
和歌山県域行政ネットワーク

「きのくにｅ－ねっと」 

ＪＧＮⅡ

和歌山県立情報交流センター 
Ｂｉｇ・Ｕ

     



（５）実施の評価等 
 
  概ね安定した接続が確保でき、スムーズに全スケジュールを実施することができた。 
  また、ハイビジョン映像の鮮明さに参加者からは驚きの声も上がっていた。 
  ただし、イベント中に数秒程度の音声の中断が３回発生したことを確認している。 
  また、和歌山会場からの質問に対して東京会場からの回答を待つ間１～２秒の遅延が生じる

  ため、双方の出演者がこれに慣れるまで若干の時間を要した。 
 
  今回、東京会場に参加していただいたゲストの方々は、それぞれ非常に多忙な方ばかりであ

  り、講演等のために和歌山へ招聘することは非常に困難であったが、テレビ会議を活用する

  ことにより通常業務の合間を縫ってディスカッションに参加していただくことができ、非常

  に有用であった。 
 
（６）開催の模様 
 
 
 

     

 

 

    
   総務省 翁長課長補佐 あいさつ        NICT 中村参事 技術説明 
 
 

     
    ディスカッションセミナー          東京会場のハイビジョン映像 
 
 
なお、当日の模様は、東京会場の参加者である神原弥奈子氏のブログでも紹介されている。 
      http://blog.news2u.co.jp/archives/2005/03/10_000517.html 

 


